
■本当の未来■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 248 号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mail と Facebook で松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：2/8 チャレンジアシストツアー#01 

 

今週は金曜日までブルネイ旅行に出かけますが、土曜日は午後からツアーイベントを企画してます。 

以下、FB イベントページから  

https://www.facebook.com/events/3229103540438012/ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

チャレンジ･アシスト･プログラム うるさい審査員の松村です。 

このプログラムから、生まれたり飛び出したりしたプロジェクトを、訪問するツアーを企画しました。 

百聞は一見に如かず・・・ 

とにかく活動の現場に行ってみよう！ 

 

ということで・・・ 

第１回目は、開館３年目を迎える「柏の手作り科学館・Exedre(柏)」と、オープンしたばっかりの「Vegan cafe 

RYUSEN112(浅草)」を訪ねます。 

 

■行程 

16:00 手作り科学館 Exedra 現地集合・施設見学 

17:00 電車移動 柏→入谷 

18:00 Vegan cafe RYUSEN112 に到着 

19:00 短編ドキュメンタリー上映＆トークセッション 

21:00 解散 

 

■費用(実費) 



Exedra 入館料：600 円 

電車移動 柏→入谷 564 円 

RYUSEN112 イベント参加費：1,200 円 

 

■詳細情報 

Exedra の羽村 太雅さん、RYUSEN112 の Megumi Sekine さんは、このグループのメンバーなので、あえて紹

介しません。 

質問は直接どうぞ！！ 

 

■参加方法 

参加ボタン、コメント、メッセージ、何でも結構です。 

当日参加もＯＫ！ 

そして、次の企画、あなたからのお誘い大歓迎です！！！ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログから：本当の未来 

 

所有という言葉には、「持つ」という意味がある。 

ここで言う「持つ」とは「手に持つ」ことであり、口や足で持つわけではない。 

ちなみに口で持つことを咥えるといい、足で持つことを挟むなどという。 

「手で持つ」ことの反対を「手放す」というが、「口放す」や「足放す」とは言わない。 

つまり、「持つ所有」と「手放す所有」は、同じ「所有」を意味しているとも考えられる。 

だが、果たしてこれが、所有の意味を説明していることになるのだろうか。 

「手放さずにいる状態」を所有というのでは、生きることを「死なずにいること」と言っているようなものだ。 

これで「所有とは何か」を説明できていると考えるのはおかしい。 

・ 

確かに、生きていなければ死ぬことはできないのと同じに、所有していなければ手放すことはできない。 

だが、「生死」の生は、「生きる」の生でなく「生まれる」の生だ。 

「生まれる」ことによって「生きる」が始まり、「死ぬ」ことにより「生きる」が終わる。 

これを所有に当てはめれば、「手放す」ことは所有の「終わり」であり、所有の「始まり」の「取得」こそが手放

すの対義語となる。 

「持っている状態」と「持つ行為」の双方を「持つ」という言葉で表現するから、こういう間違いが生じてしま

う。 

今、「死なずにいる」だけでなく「いかにして生きるか」が問われているように、「手放さない」だけでなく「い

かにして所有するか」を、特に土地所有について、僕は問いたい。 

・ 

始めや終わりのことでなく、何かをしている状態を説明するのは、その状態が何かを説明することだ。 

何か(what)を説明するには、目的(why)と方法(how)を述べればいい。 

例えば、「生きるとは何か」を説明するには、「何のためにどうやって生きるか」を説明すればいい。 

同様に、「土地を所有する」を説明するには、「何のためにどうやって所有するか」を説明すればいい。 

土地所有の目的はその権利（所有権）を行使することで、それは使用権・収益権・処分権の３つの要素から成る。 



所有者自身が行使できるのはもちろんのこと、他人に許可を与えることで賃貸や開発なども自由に行うことがで

きる。 

そして、この所有権を使う目的は、人によってさまざまだ。 

だが、ここで論じているのは「所有権」でなく、あくまで「所有」の目的であり、それは「所有権を行使するた

め」と言っていいと思う。 

・ 

一方、「土地所有の方法」とは、土地の所有権を行使するためにしなければならないことを指す。 

日本では、次の３つのことだと、僕は考えている。 

一つ目は、市町村に対して固定資産税を納めること。 

二つ目は、土地所有に関する法令を守ること。 

そして三つめは、所有権の行使に伴うすべての責任を負うこと。 

つまり、所有権という権利を行使するためには、これらの３つの義務を果たさなければならないという権利と義

務の関係こそが、所有の目的と方法に対応している。 

個人財産の所有を意味する財産権には、このような付帯条件は見当たらないが、土地や建物などの所有権は上記

の条件を満たすことで国から与えられる権利だ。 

つまり、「権利」もまた、国家が法律を定める「前提」となる権利と、法律で定めた「結果」としての権利という

正反対の意味を持つ言葉ということが分かる。 

・ 

土地所有権が人間として持って生まれた権利でなく、国家が与えてくれる権利だとするならば、固定資産税は土

地の使用・収益・処分権に対する賃料に他ならない。 

固定資産税を納付しないと、まず市区町村から督促状が送られてくるが、それでも納付しない場合は督促が繰り

返される。 

納税できる資力がありながら、納税しない所有者に対しては、通常財産調査が行われ、財産が差し押さえられる。 

だが、固定資産税の場合は他の税とは違い、税の対象となる土地や建物を差し押さえ、その後公売にかけて滞納

した税金に充てられる。 

だがこのプロセスは、賃料を滞納する入居者に対する仕打ちとは全く違う。 

家賃を滞納したからと言って、他人の所有土地を売却できるのは、借金を返済しない債務者の担保を売却する債

権者と同じことだ。 

・ 

さらにこの所有権は、個人名義の契約なので、名義の書き換え料もがっぽり取られる。 

これは相続のことを指している。 

土地を所有する気のない人が相続するのなら、売却した利益から税金を払えばいいだろう。 

だが、ここで論じているのは土地を手放さずに所有し続ける場合のこと。 

１９０５年に発足した相続税という名義書き換え制度は、何と日露戦争の戦費調達のためだった。 

血縁による家族制度が破たんしているのは、天皇家を見れば明らかだ。 

そのうえ、土地が値上がりし続ける神話は消滅し、全国で土地の放置と放棄が進んでいる。 

土地を売った利益から税金を取るのでなく、税金を払うために土地を売るのは本末転倒だ。 

・ 

しかし、こうした現状を俯瞰しているうちに、日本における土地所有の実像が見えてくる。 

それは、「固定資産税相当の賃料を支払う、自己責任型の賃貸利用権」と言えるだろう。 

つまり、たとえ自分名義で所有権登記をしていなくても、自己責任において自由に利用できる土地を、固定資産

税程度の賃料で借りることができるなら、それは所有しているのと変わらない。 



そこで僕は、永続的な土地所有を実現することを思い立ち、土地所有の法人化に取り組んでいる。 

法人が国から永続的に土地を賃貸し、それを非営利で個人に転貸すれば、所有と同じ状態が実現するだけでなく、

相続という名義書き換えによる分割や売却から防衛し、土地所有の質を高めることができるはず。 

変わりゆく渋谷の町や、突貫工事の国立競技場は、未来の到来を感じさせるかもしれないが、そこに１００年先

の未来は何も見えない。 

ぼくは、実現する「似非の未来」でなく、まだ来ない「本当の未来」に挑みたい。 

 

http://nanoni.co.jp/20200201/ 

 

まだ寒いですが日差しが温かい日でした。 

本日は今の時期とピッタリの、 

まだ寒い冬ですが春を待つ思いを歌った曲を集めました。 

 

まずご挨拶代わりの「世界の国からこんにちは」 

そして「幸せなら手をたたこう」 

「富士の山」では富士山についての話が盛り上がりました。 

「早春譜」「湯島の白梅」「夜来香」 

あたりの曲は男女の恋心？の話で盛り上がり！ 

「白い花の咲くころ」「蘇州夜曲」でしっとりと。 

「真室川音頭」「花笠音頭」で今年も景気よく！ 

「春よ来い」で可愛らしく締めくくりました。 

 

皆さん、歌に関する思いを気さくに話しながら、 

楽しい雰囲気で歌っていらっしゃいます。 

 

次回の「笑恵館でうたう会」は 

３月７日（土）午前１０時３０分からです。 

お待ちいたしております。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

   ★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

   △同席不可：予定の前後は面談可能です。 

   ▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）02/03 ▲不在：ブルネイ・コタキナバル旅行 

   世界遺産キナバル国立公園観光 

（火）02/04 ▲不在：ブルネイ・コタキナバル旅行 

   コタキナバル市内観光 



（水）02/05 ▲不在：ブルネイ・コタキナバル旅行 

   ブルネイ市内観光→エンパイアホテル（7 つ星） 

（木）02/06 ▲不在：ブルネイ・コタキナバル旅行 

   ブルネイ水上集落訪問→自然探索 

（金）02/07 〇作業日 12-17 時 面談可（青葉台） 

 07:30 △帰国（成田） 

（土）02/08 〇作業日 09-14 時 面談可（笑恵館） 

10-17 時 ★地主の学校_2・まつむら塾（笑恵館） 

16-21 時 ★チャレンジアシストツアー#1（柏・入谷） 

（日）02/09 ◎休業日 面談歓迎（青葉台） 

 

■その後の予定 

02/13 16-17 時 ★日本土地資源協会年次総会（笑恵館） 

02/13 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

02/14 19-21 時 ★カプラー起業交流会（三茶） 

02/15 10-17 時 ★地主の学校_3・まつむら塾（笑恵館） 

02/15 19-21 時 △東大建築学科新年会（本郷） 

02/20 10-20 時 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

02/21 13-15 時 ★HFA 定例 MTG（渋谷） 

02/22 10-13 時 ★地主の学校_4・まつむら塾（笑恵館） 

02/23 10-14 時 ★名栗の森オーナーシップクラブ２月例会（飯能） 

02/24 13-15 時 ★ひとさし指のノクターン（新宿） 

02/27 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

02/29 10-12 時 ★地主の学校_5・まつむら塾（笑恵館） 

03/07 10-17 時 ★地主の学校_6・まつむら塾（笑恵館） 

03/15 14-18 時 ★チャレンジアシストプログラム 合同報告会（新木場） 

03/17-18 ★地主の学校＠御宿（御宿） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 



笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


